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加工品の販売拡大を目指して　～集落活動センターあわの６次産業化支援～

 

作成支援したプレゼン資料

　７月 24 日、高知ぢばさんセンターにおいて、集落活動センター　

あわが６次産業化セミナー実践コースを受講しました。 

　農業改良普及課は、地域企画支援員とともに集落活動センター　

あわに対して、プレゼン資料の作成支援を行いました。 

　セミナーでは、アドバイザーから今ある加工品の今後の販売の　

手法や、商品ＰＲの仕方の手順等に関する助言がありました。 

農業改良普及課は、アドバイザーからの助言を参考に、今後も　　

地域支援企画員と協力して、商品化や販売方法に関する課題の検討

を支援していきます。

 
新規就農者の経営をサポートしています！　～ＪＡ土佐くろしお管内の新規就農者巡回～

 

 
サイドへ遮光ネットの設置を

勧める普及指導員

７月 24 日、30 日の２日間、ＪＡ営農指導員とともにミョウガの

新規就農者７戸への巡回指導を行いました。 

巡回ではハウス内や培地の温度を測定したほか、ミョウガの生育

状況や病害虫の有無等を確認し、新規就農者から直近１か月の状況

を聞き取りました。全戸とも生育はおおむね順調で、収穫量も増加

傾向でしたが、一部の新規就農者には病害虫対策や管理作業の遅れ

等の課題があることが分かりました。 

新規就農者からは「西日によりハウス内温度にムラができる」と

相談があり、サイドへ目の粗い遮光ネットを設置するように勧めま

した。 

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携して新規就農者の経営

安定を目指し指導を継続していきます。

 
反収向上に向けて頑張ろう　～「土佐甘とう」生産者交流会～

 

 
生産者交流会の様子

７月 29 日、ＪＡ高知県津野山経済課「輝」で「土佐甘とう」生産

者交流会が開催され、県内から生産者、関係者ら約 40 人が参加しま

した。 

交流会に先立って行われたほ場視察において、農業改良普及課は、

ＪＡ営農指導員とともに尻腐れ果対策（散乱光フィルム、カルシウ

ム散布）について説明を行いました。交流会では、試作品種の調査

結果や販売状況について状況報告が行われました。 

参加者からは「カルシウム剤を毎日散布すると尻腐れ果は出なく

なった」と対策の効果を紹介するなど有意義な交流会となりました。 

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、甘長とうがらしの

収量向上を目指し技術指導を継続していきます。



 

 

 

 
生産者とパック詰め作業者との意見交換　～ＪＡ土佐くろしおシシトウ作業場巡回～

 

 

 

 

 

 

パック詰め作業について意見

交換する生産者と作業者

　７月 31 日、ＪＡ土佐くろしお露地・雨よけししとう部会では、生

産者４人とＪＡ関係者がパック詰め作業場２か所を巡回し、作業者

との意見交換を行いました。 

　農業改良普及課はＪＡ関係者とともに、生産者と作業者から意見

を聞き、出荷する時点では気づかなかった傷みが作業場で発生して

出荷不可となっている実態を共有し、出荷時の選別が重要であるこ

とを再確認しました。 

　作業者からは「一生懸命収穫したシシトウ、一生懸命詰めゆうよ」、

生産者からは「選別は大事やね」という声がありました。 

　農業改良普及課は、引き続き関係機関と連携してより多くの生産

者と作業場を巡回し、出荷に係る課題解決に取り組んでいきます。

 
しっかり管理して収量・品質向上を目指そう　～オクラでしっかり稼ごうプロジェクト～

 

 

栽培管理や熱中症対策につい

て説明する普及指導員

　８月８日、ＪＡ土佐くろしお営農指導員と連携して須崎市の露地

オクラ生産者を巡回し、７人に対して指導を行いました。 

農業改良普及課は、今後の栽培管理について追肥とかん水、病害

虫防除対策を指導し、併せて熱中症対策について、パンフレットを

配布して注意喚起を行いました。 

生産者からは「追肥とかん水管理の参考になった」「ヨトウムシ

など害虫発生に注意したい」「熱中症に気をつけて作業したい」と

いった声がありました。 

農業改良普及課は、今後も露地オクラの栽培管理等について指導

を行い、収量・品質の向上を支援します。

 
今年度のユズの新植面積決定　～津野山地域ユズ協議会幹事会～

 

 
定植予定地図面 

　８月 13 日、ＪＡ高知県津野山経済課「輝」で津野山地域ユズ協

議会幹事会が開催されました。 

　農業改良普及課は、果樹経営支援対策事業を活用したユズ新植

に申請のあったほ場の土壌条件を確認し、幹事会で共有しました。 

今回の幹事会では、２次募集に手挙げしている５人、約 47ａの

申請内容の検討を行いました。これを受けて今年度は、１次募集と

合わせて 10 人、約 132ａのユズが新植予定となりました。 

農業改良普及課は、定植前講習会を開催し技術支援を行いなが

ら、ＪＡと協力してユズの生産振興と面積拡大に取り組んでいき

ます。


